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(57)【要約】
【課題】広告効果を向上させる。
【解決手段】広告情報提供システムは、視聴デバイス情
報とサービス利用者情報とに基づいてサービス利用者１
０３が放送コンテンツを視聴する際のＣＭの配信・再生
パターンリストを生成してサービス利用者１０３に提供
する放送コンテンツ配信・再生パターン提供サーバ１１
４と、視聴スタイルとＣＭの配信・再生パターンとの対
応表を蓄積するパターン情報蓄積部１１０ｃと、視聴デ
バイス情報とサービス利用者情報とに基づいてサービス
利用者１０３の視聴スタイルを判定し、その視聴スタイ
ルに対応するＣＭの配信・再生パターンを対応表に基づ
いて判定し、そのＣＭの配信・再生パターンに基づいて
放送コンテンツを配信するか、または、サービス利用者
１０３がＣＭの配信・再生パターンリストから設定した
ＣＭの配信・再生パターンに基づいて放送コンテンツを
配信する放送コンテンツ配信サーバ１０６とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視聴デバイス情報を取得する視聴デバイス管理サーバと、
　サービス利用者情報を取得するサービス利用者情報管理サーバと、
　前記視聴デバイス情報と前記サービス利用者情報とに基づいてサービス利用者が放送コ
ンテンツを視聴する際のＣＭの配信・再生パターンリストを生成して前記サービス利用者
に提供する放送コンテンツ配信・再生パターン提供サーバと、
　視聴スタイルとＣＭの配信・再生パターンとの対応表を蓄積するパターン情報蓄積部と
、
　前記視聴デバイス情報と前記サービス利用者情報とに基づいて前記サービス利用者の視
聴スタイルを判定し、その視聴スタイルに対応するＣＭの配信・再生パターンを前記対応
表に基づいて判定し、そのＣＭの配信・再生パターンに基づいて前記放送コンテンツを配
信するか、または、前記サービス提供者が前記ＣＭの配信・再生パターンリストから設定
したＣＭの配信・再生パターンに基づいて前記放送コンテンツを配信する放送コンテンツ
配信サーバと
　を備えることを特徴とする広告情報提供システム。
【請求項２】
　さらに、ＣＭ提供者が指定するＣＭの提供条件が満たされているかどうかを判定し、前
記提供条件が満たされていない場合はＣＭを差し替えるＣＭ差替えサーバを備えることを
特徴とする請求項１に記載の広告情報提供システム。
【請求項３】
　さらに、
　前記放送コンテンツに含まれるＣＭ区間を解析する放送コンテンツ解析サーバと、
　前記放送コンテンツ解析サーバにより解析されたＣＭ区間に基づいてＣＭと番組を分離
、再エンコードするとともに、前記ＣＭ区間の前後の放送コンテンツに含まれる類似映像
の区間を前記ＣＭの配信・再生パターンに基づいてマージする放送コンテンツ再構成サー
バと
　を備えることを特徴とする請求項１または２に記載の広告情報提供システム。
【請求項４】
　視聴デバイス情報を取得する視聴デバイス管理ステップと、
　サービス利用者情報を取得するサービス利用者情報管理ステップと、
　前記視聴デバイス情報と前記サービス利用者情報とに基づいてサービス利用者が放送コ
ンテンツを視聴する際のＣＭの配信・再生パターンリストを生成して前記サービス利用者
に提供する放送コンテンツ配信・再生パターン提供ステップと、
　視聴スタイルとＣＭの配信・再生パターンとの対応表を蓄積するパターン情報蓄積ステ
ップと、
　前記視聴デバイス情報と前記サービス利用者情報とに基づいて前記サービス利用者の視
聴スタイルを判定し、その視聴スタイルに対応するＣＭの配信・再生パターンを前記対応
表に基づいて判定し、そのＣＭの配信・再生パターンに基づいて前記放送コンテンツを配
信するか、または、前記サービス提供者が前記ＣＭの配信・再生パターンリストから設定
したＣＭの配信・再生パターンに基づいて前記放送コンテンツを配信する放送コンテンツ
配信ステップと
　を備えることを特徴とする広告情報提供方法。
【請求項５】
　さらに、ＣＭ提供者が指定するＣＭの提供条件が満たされているかどうかを判定し、前
記提供条件が満たされていない場合はＣＭを差し替えるＣＭ差替えステップを備えること
を特徴とする請求項４に記載の広告情報提供方法。
【請求項６】
　さらに、
　前記放送コンテンツに含まれるＣＭ区間を解析する放送コンテンツ解析ステップと、
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　前記放送コンテンツ解析ステップで解析されたＣＭ区間に基づいてＣＭと番組を分離、
再エンコードするとともに、前記ＣＭ区間の前後の放送コンテンツに含まれる類似映像の
区間を前記ＣＭの配信・再生パターンに基づいてマージする放送コンテンツ再構成ステッ
プと
　を備えることを特徴とする請求項４または５に記載の広告情報提供方法。
【請求項７】
　請求項４乃至６のいずれか１項に記載した各ステップをコンピュータに実行させること
を特徴とする広告情報提供プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビジョン放送で提供される広告情報を提供する広告情報提供システム、
広告情報提供方法、および広告情報提供プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、テレビジョン放送では、放送事業者が１つの番組の本編と本編の間、異なる番組
の間、または番組本編中にＣＭを付与し、放送コンテンツとしてサービス利用者（受信者
）に提供している（例えば、特許文献１参照）。サービス利用者は、放送事業者が放送し
たＣＭを受信することで、番組の視聴に関する費用を支払うことなく、または安価に番組
を視聴することが可能となっている。放送事業者は、ＣＭ提供者（広告主や広告代理店等
）からＣＭを放送することに対する料金を取得する。
【０００３】
　サービス利用者の観点から、サービス利用者が放送コンテンツに含まれる番組本編やＣ
Ｍをリアルタイムで視聴することができない場合などは、事前に提供される番組情報（Ｅ
ＰＧ、番組表等）を参照・利用することができる。すなわち、放送時間とは異なった時間
に放送コンテンツを視聴することを目的として、録画装置またはそれに該当する装置やネ
ットワークサービスに録画予約または録画操作を行う。これにより、放送コンテンツを録
画装置等に蓄積することができ、時間をずらして放送コンテンツを視聴すること（タイム
シフト視聴）が可能となっている。また、録画装置によっては、録画した放送コンテンツ
を録画装置以外の視聴デバイスに転送して視聴することも可能である。 
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３７３０８４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の技術では、以下のような問題が発生すると考えられる。
【０００６】
　まず、放送事業者が提供する放送コンテンツに含まれる番組については、放送時間、番
組内容等の情報が提供され、参照・活用することが可能である。しかし、放送コンテンツ
に含まれるＣＭについては、放送時間やどの番組にどんなＣＭが付与・提供されるかなど
の情報が提供されていない。多くの放送事業は広告収入を基盤としているため、できるだ
け多くのＣＭをサービス利用者に視聴してもらう必要があり、ＣＭの放送時間やその内容
について情報提供できることが重要である。
【０００７】
　また、ユーザニーズが多様化している中で、放送コンテンツの中で提供されるＣＭにつ
いては、放送コンテンツを視聴しているサービス利用者個々の趣味や嗜好や気分等、サー
ビス利用者側の要求・要望が反映されていない。すなわち、放送事業者やＣＭ提供者側の
みの考えで、誰に対しても同じＣＭが提供されている。そのため、リアルタイム放送では
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、ＣＭ区間を視聴しない、視聴回数が減る、一部のみを視聴する等の視聴形態がとられる
場合がある。また、録画装置を利用したタイムシフトによる視聴では、ＣＭの放送区間の
早送りやスキップ操作によりＣＭの視聴機会を失っている。つまり、多くのサービス利用
者がＣＭを見ていることを前提に、ＣＭ提供者は、ＣＭの放送に対する料金を放送事業者
等に支払っているが、その効果は不透明になっている。 
　さらに、サービス利用者は、録画装置またはそれに該当する装置やネットワークサービ
スに蓄積された番組およびＣＭを放送時間と異なった時間に視聴することが可能である。
そのため、放送事業者またはＣＭ提供者が意図した情報とは異なった情報としてＣＭが提
供され、誤った認識をサービス利用者に与えてしまうことがある。
【０００８】
　さらに、録画装置から別の視聴デバイスに放送コンテンツを転送・コピー・移動など行
い、別の視聴デバイスで放送コンテンツを視聴するほとんどの場合、特定の品質で特定の
視聴デバイスへのみ転送等が許可されている。しかし、サービス利用者が所有する視聴デ
バイスには様々な装置がある。その装置（デバイス）の性能・特性は異なり、また、視聴
する場所、視聴する時間帯、視聴スタイル等も異なるため、それぞれのデバイスにあった
品質で放送コンテンツを提供することが望ましい。
【０００９】
　特に、テレビ以外の視聴デバイスに転送・コピー・移動した場合の放送コンテンツの品
質や、リアルタイム放送と異なった時間でのタイムシフト視聴では、放送コンテンツに含
まれるＣＭの効果が当初予定していたものに比べて十分得られない場合がある。また、Ｃ
Ｍの内容に誤解を招く場合や、業界として取り組んでいる自主規制（放送時間帯や露出量
の制限など）を守れない場合もある。
【００１０】
　さらに、放送コンテンツの一部として提供されるＣＭでは、予め決められたＣＭの種類
（カテゴリ）、放送（配信）される時間帯、ＣＭの長さ、番組におけるＣＭの位置などが
サービス利用者の意図するものでない場合があるが、それらについてはサービス利用者が
決定できることが望ましい。
【００１１】
　さらに、サービス利用者がタイムシフト視聴を行う場合、放送コンテンツの録画行為を
忘れてしまうことも多々ある。この場合、その放送コンテンツに含まれるＣＭに接触する
可能性があったサービス利用者が減少し、広告効果を下げてしまうことも考えられる。そ
の結果、ＣＭ提供者は有効な広告効果が受けられないため、ＣＭを提供する回数や放送時
間数を減らすことになり、放送サービスの事業収入が減ることにもつながる。
【００１２】
　さらに、ＩＰ通信が可能な視聴デバイスでは、移動しながら放送コンテンツをリアルタ
イムまたはタイムシフトで視聴することが可能である。しかし、タイムシフト視聴の場合
、放送コンテンツが放送されていない区域（区以外放送）に視聴デバイスが移動してしま
うことが考えられる。この場合、そのまま配信や再生を継続するか中断するか、また、番
組やＣＭ区間を置き換えるかどうか等の処理が必要である。
【００１３】
　本発明は、上述した従来の技術に鑑み、広告効果を向上させることができる広告情報提
供システム、広告情報提供方法、および広告情報提供プログラムを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するため、第１の態様に係る発明は、広告情報提供システムであって、
視聴デバイス情報を取得する視聴デバイス管理サーバと、サービス利用者情報を取得する
サービス利用者情報管理サーバと、前記視聴デバイス情報と前記サービス利用者情報とに
基づいてサービス利用者が放送コンテンツを視聴する際のＣＭの配信・再生パターンリス
トを生成して前記サービス利用者に提供する放送コンテンツ配信・再生パターン提供サー
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バと、視聴スタイルとＣＭの配信・再生パターンとの対応表を蓄積するパターン情報蓄積
部と、前記視聴デバイス情報と前記サービス利用者情報とに基づいて前記サービス利用者
の視聴スタイルを判定し、その視聴スタイルに対応するＣＭの配信・再生パターンを前記
対応表に基づいて判定し、そのＣＭの配信・再生パターンに基づいて前記放送コンテンツ
を配信するか、または、前記サービス提供者が前記ＣＭの配信・再生パターンリストから
設定したＣＭの配信・再生パターンに基づいて前記放送コンテンツを配信する放送コンテ
ンツ配信サーバとを備えることを要旨とする。
【００１５】
　第２の態様に係る発明は、第１の態様に係る発明において、さらに、ＣＭ提供者が指定
するＣＭの提供条件が満たされているかどうかを判定し、前記提供条件が満たされていな
い場合はＣＭを差し替えるＣＭ差替えサーバを備えることを要旨とする。
【００１６】
　第３の態様に係る発明は、第１または第２の態様に係る発明において、さらに、前記放
送コンテンツに含まれるＣＭ区間を解析する放送コンテンツ解析サーバと、前記放送コン
テンツ解析サーバにより解析されたＣＭ区間に基づいてＣＭと番組を分離、再エンコード
するとともに、前記ＣＭ区間の前後の放送コンテンツに含まれる類似映像の区間を前記Ｃ
Ｍの配信・再生パターンに基づいてマージする放送コンテンツ再構成サーバとを備えるこ
とを要旨とする。
【００１７】
　また、上記目的を達成するため、第４の態様に係る発明は、広告情報提供方法であって
、視聴デバイス情報を取得する視聴デバイス管理ステップと、サービス利用者情報を取得
するサービス利用者情報管理ステップと、前記視聴デバイス情報と前記サービス利用者情
報とに基づいてサービス利用者が放送コンテンツを視聴する際のＣＭの配信・再生パター
ンリストを生成して前記サービス利用者に提供する放送コンテンツ配信・再生パターン提
供ステップと、視聴スタイルとＣＭの配信・再生パターンとの対応表を蓄積するパターン
情報蓄積ステップと、前記視聴デバイス情報と前記サービス利用者情報とに基づいて前記
サービス利用者の視聴スタイルを判定し、その視聴スタイルに対応するＣＭの配信・再生
パターンを前記対応表に基づいて判定し、そのＣＭの配信・再生パターンに基づいて前記
放送コンテンツを配信するか、または、前記サービス提供者が前記ＣＭの配信・再生パタ
ーンリストから設定したＣＭの配信・再生パターンに基づいて前記放送コンテンツを配信
する放送コンテンツ配信ステップとを備えることを要旨とする。
【００１８】
　第５の態様に係る発明は、第４の態様に係る発明において、さらに、ＣＭ提供者が指定
するＣＭの提供条件が満たされているかどうかを判定し、前記提供条件が満たされていな
い場合はＣＭを差し替えるＣＭ差替えステップを備えることを要旨とする。
【００１９】
　第６の態様に係る発明は、第４または第５の態様に係る発明において、さらに、前記放
送コンテンツに含まれるＣＭ区間を解析する放送コンテンツ解析ステップと、前記放送コ
ンテンツ解析ステップで解析されたＣＭ区間に基づいてＣＭと番組を分離、再エンコード
するとともに、前記ＣＭ区間の前後の放送コンテンツに含まれる類似映像の区間を前記Ｃ
Ｍの配信・再生パターンに基づいてマージする放送コンテンツ再構成ステップとを備える
ことを要旨とする。
【００２０】
　第７の態様に係る発明は、広告情報提供プログラムであって、第４乃至第６の態様に係
る各ステップをコンピュータに実行させることを要旨とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、広告効果を向上させることができる広告情報提供システム、広告情報
提供方法、および広告情報提供プログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００２２】
【図１】本発明の実施の形態に係る広告情報提供システムを示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るサービス利用の流れを示すフローチャートである。
【図３】本発明の実施の形態に係る配信・再生パターンとＣＭ選択の初期設定の一例を示
す図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る視聴スタイルの判定方法の一例の説明図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る視聴スタイルの判定ルールの一例を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る視聴スタイルの選択方法の一例の説明図であって、（
ａ）視聴スタイルの選択項目、（ｂ）視聴スタイルの選択項目の設定の一例。
【図７】本発明の実施の形態に係る視聴スタイルと配信・再生パターンの対応表の一例を
示す図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る視聴スタイルと配信・再生パターンの一例の説明図で
ある。
【図９】本発明の実施の形態に係るＣＭの配信・再生パターンを模式的に示す模式的構成
図であって、（ａ）オリジナル、（ｂ）オリジナルと時間長／ＣＭ位置が同じ配信・再生
パターン、（ｃ）オリジナルと同じ時間長でＣＭ位置が変更された配信・再生パターン、
（ｄ）オリジナルの位置／時間長が変更された配信・再生パターン、（ｅ）番組本編の任
意の位置にＣＭ挿入位置が設定され、ＣＭ数／時間長が変更された配信・再生パターン、
（ｆ）ＣＭ区間なしの配信・再生パターン、（ｇ）ＣＭのみの配信・再生パターン。
【図１０】本発明の実施の形態に係るサービス提供の事前処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図１１】本発明の実施の形態に係るＣＭ選択・決定の流れを示すフローチャートである
。
【図１２】本発明の実施の形態に係るＣＭ差し替え判定イメージを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の実施の形態に係る広告情報提供システムを示すブロック図である。こ
の広告情報提供システムは、テレビジョン放送で提供される広告情報を提供するシステム
である。図１に示す各処理部の連携によってＣＭの配信を実現することができる。
【００２５】
　放送事業者１０１は、放送コンテンツを放送する放送サービス提供者である。放送コン
テンツには、番組およびＣＭが含まれる。ＣＭ（広告）とは、商品やサービス、番組等に
関する宣伝やＰＲ等である。
【００２６】
　ＣＭ提供者１０２は、ＣＭを放送事業者１０１等に提供する広告主や広告代理店等であ
る。
【００２７】
　視聴デバイス１０３は、サービス利用者が放送コンテンツを視聴（リアルタイム視聴ま
たはタイムシフト視聴）する際に用いる装置である。以下、視聴デバイスとサービス利用
者に同じ符号１０３を用いる。視聴デバイス１０３は、放送事業者１０１からのテレビジ
ョン放送、放送コンテンツ配信サーバ１０６から配信される番組またはＣＭを受信し、再
生することができる。また、視聴要求サーバ１０５へ接続することで、視聴するＣＭや番
組の情報（番組表・ＣＭ一覧表など）を表示、選択、配信・再生することが可能である。
さらに、放送コンテンツ配信・再生パターン提供サーバ１１４に接続し、番組やＣＭの配
信・再生パターンを選択することが可能である。さらに、視聴を希望するＣＭを事前にダ
ウンロードすることが可能であり、ダウンロードしたＣＭは、ＣＭの配信・再生パターン
に合わせて視聴することが可能である。放送コンテンツが配信される際にパターン情報（
後述する）とＣＭ再生情報を放送コンテンツ配信・再生パターン提供サーバ１１４から視
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聴デバイス１０３に渡し、その情報をもとに視聴デバイス１０３側で再生することも可能
である。
【００２８】
　放送コンテンツ受信・蓄積サーバ１０４は、放送事業者１０１から放送または配信され
る放送コンテンツを受信し、番組／ＣＭ蓄積部１１０ｄに蓄積管理する。また、放送コン
テンツ再構成サーバ１２１により再構成された放送コンテンツを受信し、番組／ＣＭ蓄積
部１１０ｄに蓄積管理する。
【００２９】
　視聴要求サーバ１０５は、サービス利用者１０３からＣＭや番組の視聴要求を受付・管
理する。また、受け付けたＣＭや番組の視聴要求を放送コンテンツ情報提供サーバ１１６
、放送コンテンツ情報検索サーバ１１７、ＣＭダウンロードサーバ１１９に通知する。
【００３０】
　放送コンテンツ配信サーバ１０６は、システムで自動判定された番組やＣＭを視聴デバ
イス１０３に配信する。具体的には、視聴デバイス情報とサービス利用者情報とに基づい
てサービス利用者１０３の視聴スタイルを判定し、その視聴スタイルに対応するＣＭの配
信・再生パターンを対応表（パターン情報）に基づいて判定し、そのＣＭの配信・再生パ
ターンに基づいて放送コンテンツを配信する。また、放送コンテンツ配信サーバ１０６は
、サービス利用者１０３から要求された番組やＣＭを視聴デバイス１０３に配信する。具
体的には、サービス利用者１０３がＣＭの配信・再生パターンリストから設定したＣＭの
配信・再生パターンに基づいて放送コンテンツを配信する。
【００３１】
　放送コンテンツ解析サーバ１０７は、放送コンテンツ受信・蓄積サーバ１０４により受
信された放送コンテンツに対し、ＣＭ区間、番組区間、およびそれぞれの区間に対する映
像・音声・データ等を解析し、解析結果を番組情報管理サーバ１０８とＣＭ情報管理サー
バ１０９に出力する。また、放送事業者１０１より提供または放送された放送コンテンツ
に含まれる番組区間、ＣＭ区間、ＣＭ挿入が可能な位置を解析し、解析結果を番組情報管
理サーバ１０８とＣＭ情報管理サーバ１０９に出力する。
【００３２】
　番組情報管理サーバ１０８は、放送コンテンツ解析サーバ１０７により解析された結果
（番組に関する情報）を受信し、番組蓄積部１１０ｂに蓄積管理する。
【００３３】
　ＣＭ情報管理サーバ１０９は、放送コンテンツ解析サーバ１０７により解析された結果
（ＣＭに関する情報）またはＣＭ情報提供登録サーバ１１１からの登録情報を受信し、Ｃ
Ｍ蓄積部１１０ａに蓄積管理する。また、放送事業者１０１より提供された放送コンテン
ツに含まれるＣＭ、または、ＣＭ提供者１０２から個別に提供されたＣＭについて、ＣＭ
の区間情報およびＣＭ自体に関連する情報を受け付け、ＣＭ蓄積部１１０ａに蓄積管理す
ることも可能である。
【００３４】
　ＣＭ蓄積部１１０ａは、ＣＭ情報管理サーバ１０９経由でＣＭ提供者１０２から提供・
登録されたＣＭを蓄積する。番組蓄積部１１０ｂは、番組情報管理サーバ１０８経由で放
送事業者１０１から提供された番組を蓄積する。パターン情報蓄積部１１０ｃは、視聴ス
タイルとＣＭの配信・再生パターンとの対応表（パターン情報）を蓄積する。番組／ＣＭ
蓄積部１１０ｄは、放送コンテンツ受信・蓄積サーバ１０４経由で放送事業者１０１から
提供された番組／ＣＭを蓄積する。評価データ蓄積部１１０ｅは、放送コンテンツ評価・
共有・検索サーバ１１８の評価結果を蓄積する。サービス利用者ＤＢ１１０ｆは、サービ
ス利用者情報管理サーバ１１５経由でサービス利用者情報を蓄積する。
【００３５】
　ＣＭ情報提供登録サーバ１１１は、ＣＭ提供者１０２から新たに提供・登録されたＣＭ
に関する情報およびＣＭを受信し、ＣＭ情報管理サーバ１０９およびＣＭ蓄積部１１０ａ
に出力し、管理する。また、番組情報管理サーバ１０８の情報を参照することや、ＣＭ情
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報管理サーバ１０９により管理されている情報の変更・削除・追加等が可能である。
【００３６】
　ＣＭ提供者１０２が特定の番組に対してＣＭを提供し、サービス利用者１０３がその番
組を視聴可能とするＣＭの視聴回数を設定することもできる。複数のＣＭの提供で１つの
番組を視聴することが可能になったり、任意のＣＭが複数視聴されることで、その番組を
視聴可能となったりするサービスの提供が可能である。
【００３７】
　選択したＣＭが再生される際に、放送事業者１０１やＣＭ提供者１０２が意図しない情
報を提示することになる場合または提供可能な提供区域設定から外れる場合は、類似また
は同じＣＭ提供者１０２が提供するＣＭ、放送可能なＣＭへの置換を自動で行い、配信ま
たは再生させることができる。また、置き換えのパターンを事前にサービス利用者１０３
が設定することもできる。番組についても同じ設定が可能である。
【００３８】
　ＣＭ差替えサーバ１１２は、放送コンテンツ配信・再生パターン提供サーバ１１４が提
供するＣＭの配信・再生パターンに対応して、放送コンテンツの配信時にＣＭ区間を指定
または自動判定したＣＭに差し替えて配信する。提供されているＣＭおよびＣＭ情報の変
更または新たなＣＭおよびＣＭ情報の追加・変更・削除等を可能とし、意図しない広告情
報の提供を防ぐことができる。
【００３９】
　視聴デバイス管理サーバ１１３は、機種名、画面サイズや映像再生性能など、視聴デバ
イス１０３に関する情報（視聴デバイス情報）を取得・管理する。視聴デバイス情報と視
聴要求を行った際の視聴位置情報を取得管理し、視聴している放送コンテンツが放送区域
内外（または視聴可能かどうか）の判定・管理をする。
【００４０】
　放送コンテンツ配信・再生パターン提供サーバ１１４は、視聴デバイス情報とサービス
利用者情報とに基づいてサービス利用者１０３が放送コンテンツを視聴する際のＣＭの配
信・再生パターンリストを生成してサービス利用者１０３に提供する。具体的には、放送
コンテンツの解析結果または放送事業者１０１、ＣＭ提供者１０２から提供された番組区
間、番組情報、ＣＭ区間・ＣＭ挿入可能位置情報、ＣＭ自体の情報と、サービス利用者１
０３からの視聴要求時に取得した視聴デバイス情報、そのデバイスの位置情報とサービス
利用者情報からサービス利用者１０３に対応したＣＭの配信・再生パターンリストを生成
し、サービス利用者１０３に提供する。サービス利用者１０３は、自分の視聴スタイル（
視聴デバイス１０３、視聴時間、視聴位置等）に合わせて、視聴するＣＭの配信・再生パ
ターンを視聴する前にＣＭの配信・再生パターンリストから手動または自動で設定するこ
とができ、それを放送コンテンツ配信・再生パターン提供サーバ１１４で管理することが
できる。
【００４１】
　サービス利用者情報管理サーバ１１５は、年齢、性別、住所、視聴スタイル、趣味等、
サービス利用者１０３に関する情報（サービス利用者情報）を取得・管理する。すなわち
、サービス利用者情報として、サービス利用希望者から事前に年齢、性別、住所、視聴ス
タイル、趣味等を取得し、管理している。
【００４２】
　放送コンテンツ情報提供サーバ１１６は、番組情報管理サーバ１０８およびＣＭ情報管
理サーバ１０９により管理されている情報をサービス利用者１０３に提供する。提供時に
は、視聴デバイス管理サーバ１１３により管理されている情報をもとに、その視聴デバイ
ス１０３に最適な表示形式（表示サイズ、文字量、文字のサイズなど）で表示機能を提供
する。また、現在・過去・未来に放送されたまたは放送される予定の放送コンテンツ（番
組およびＣＭ）について、サービス利用者１０３が簡単に確認することができる番組表お
よび詳細情報一覧（出演者、タイトル、時間など番組情報）およびＣＭ一覧表および詳細
情報一覧（出演者、タイトル、時間などＣＭ情報）を提供する。
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【００４３】
　放送コンテンツ情報検索サーバ１１７は、サービス利用者１０３が配信・再生を希望す
る番組またはＣＭを検索するための検索機能を提供する。
【００４４】
　放送コンテンツ評価・共有・検索サーバ１１８は、サービス利用者１０３が視聴した番
組・ＣＭについて評価することができ、その評価結果を他のサービス利用者１０３と共有
する機能を提供する。また、共有された情報を検索し、参照する機能をサービス利用者１
０３に提供する。サービス利用者１０３は、ネットワークで接続された視聴デバイス１０
３上で、配信または再生を希望する番組またはＣＭを探索することができ、配信または他
デバイスから転送・コピー・移動された放送コンテンツを視聴することができる。また、
その放送コンテンツを評価したり、他のサービス利用者１０３へ情報を共有したり、情報
を検索したりをすることができる。
【００４５】
　ＣＭダウンロードサーバ１１９は、サービス利用者１０３が希望するＣＭの配信・再生
パターンと、視聴を希望するＣＭに応じて、ＣＭのダウンロード機能を提供する。
【００４６】
　サービス利用者１０３は、ＣＭの配信・再生パターンに合わせて、現在提供可能なＣＭ
一覧または検索した結果の中から、配信または再生を希望するＣＭを選択することができ
る。また、事前にＣＭをダウンロードすることができる。
【００４７】
　放送コンテンツサービスログ情報解析サーバ１２０は、サービス利用者１０３が視聴要
求した番組・ＣＭまたは視聴した番組・ＣＭに関するログ情報（サービスログ）を収集・
管理し、解析した結果を提供する。放送事業者１０１またはＣＭ提供者１０２から許可さ
れた運用管理者は、サービスログを解析・管理する。これにより、任意の番組・ＣＭにつ
いて、いつ・どのようなデバイスに配信され、どの区間がどの番組やＣＭと合わせて視聴
されたか、また、視聴された回数やそのＣＭに関する評価などを任意のタイミングで確認
することが可能である。
【００４８】
　放送コンテンツ再構成サーバ１２１は、放送コンテンツ解析サーバ１０７の解析結果と
して得られるＣＭ挿入可能位置リストに従い、放送コンテンツを分離・再エンコードする
とともに、放送コンテンツに含まれていたＣＭと番組本編、データを分離し、放送コンテ
ンツ受信・蓄積サーバ１０４に出力する。放送コンテンツを解析し、ＣＭの挿入位置とし
て判定した位置が映像データの区切りになるように放送コンテンツを再エンコード処理し
、ＣＭ（別のコンテンツ）を挿入可能にすることができる。また、ＣＭ区間の前後に含ま
れる類似映像区間を解析し、配信・再生パターンに応じて類似映像の区間をマージし、放
送コンテンツを再構成することができる。
【００４９】
　ログ解析結果受信端末１２２は、放送コンテンツサービスログ情報解析サーバ１２０か
らログの解析結果を受信して表示する。
【００５０】
　ＣＭ提供料請求管理サーバ１２３は、放送コンテンツサービスログ情報解析サーバ１２
０によって得られるサービスログに応じてＣＭ提供料の計算を行う。
【００５１】
　図２は、本発明の実施の形態に係るサービス利用の流れを示すフローチャートである。
【００５２】
　まず、サービス利用にあたり、サービス利用者情報（ユーザ情報）および視聴デバイス
情報を登録する（Ｓ１）。サービス利用者情報はサービス利用者情報管理サーバ１１５に
登録され、視聴デバイス情報は視聴デバイス管理サーバ１１３に登録される。視聴デバイ
ス管理サーバ１１３は、視聴デバイス１０３を識別する値を払い出し、この値を視聴デバ
イス１０３側で保存する。このようにサービル利用登録情報が受け付けられると、サービ
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ス利用者情報管理サーバ１１５は、サービス利用が可能となったことを視聴デバイス１０
３に通知する（Ｓ２）。視聴デバイス１０３は、サービスのログイン処理を実施し、サー
ビス利用開始の準備を行う（Ｓ３）。サービスに初めてログインした際に、視聴情報の初
期設定をする（Ｓ４）。視聴情報の初期設定とは、図３に示すように、番組のジャンル別
に配信・再生パターンやＣＭ選択方法（自動・手動）等を設定することである。視聴情報
は、サービス利用者情報、視聴デバイス情報とともに、サービス利用者情報管理サーバ１
１５が受け付け、管理する。以下、視聴情報の初期設定項目を例示する。
【００５３】
１）番組とＣＭの視聴位置関係の設定
　視聴するデバイス種別、時間帯、曜日、番組のジャンル、放送事業者１０１別に番組と
ＣＭの視聴位置を設定することが可能である。また、ＣＭの配信・再生パターンを設定す
ることが可能である。
【００５４】
２）ＣＭの種別選択設定
　リアルタイム放送と同じ番組とＣＭの組合せ、または、ＣＭの属性（ＣＭの長さ（長編
、短編）、シリーズ別、雰囲気（明るい、暗い、落ち着いている、動きが多い、ＣＭのジ
ャンル、提供企業））などを設定することが可能である。
【００５５】
３）ＣＭの視聴回数設定
　ＣＭの視聴回数を設定することが可能である。例えば、リアルタイム放送と同じ、１回
のみ、複数回視聴可、そのＣＭが視聴されている回数（ラインキング）別、お好みＣＭ、
ランダム、ギフトまたは特典付きＣＭ、見ない、の中から選択することが可能である。
【００５６】
　次いで、サービス利用（Ｓ５）にあたり、視聴スタイルを判定するためのパラメータセ
ットと、初期設定で設定された視聴情報、およびサービス利用者１０３の選択により決定
されるＣＭの配信・再生パターンに従って、ＣＭを提供する。以下、視聴スタイルを判定
するためのパラメータセット１）～３）を例示する。
【００５７】
１）デバイス種別・性能
　登録デバイスまたはサービス利用時に通知したデバイスについて、そのデバイスの性能
（画面サイズ、動画再生能力（ＣＰＵ、メモリー、ストレージ領域、ＯＳや再生アプリの
種別）からデバイス種別・性能を判定する。
【００５８】
２）視聴状況
　サービス利用の要求を受けた際の時間情報（曜日、時間帯など）、場所情報（自宅／公
園／電車の中など）、視聴する人数別、視聴している人の構成種別（個人／友達／家族／
会社の同僚など）、視聴する番組から視聴状況を判定する。
【００５９】
３）視聴（デバイス）の状態
　サービス利用者１０３が視聴要求を通知した位置の位置情報、移動の方向、移動の速度
、移動距離、移動先、デバイスの傾き、空間の明るさ・気温・湿度から視聴（デバイス）
の状態を判定する。
【００６０】
　最後に、サービスログアウト（Ｓ６）を実施し、サービス利用を終了する。
【００６１】
　図４は、本発明の実施の形態に係る視聴スタイルの判定方法の一例の説明図である。放
送コンテンツ配信サーバ１０６は、パラメータセットをもとに視聴スタイルを判定し、Ｃ
Ｍの配信・再生パターンを決定する。例えば、図４に示すように、「集中１」、「集中２
」、「ながらみ１」、「ながらみ２」という４つの視聴スタイルのいずれであるかを判定
する。「集中１」は、高画質、高音質の視聴スタイルである。「集中２」は、中画質、中
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音質で時間効率重視の視聴スタイルである。「ながらみ１」は、居間（家族団らん）や寝
室等での視聴を想定した視聴スタイルである。「ながらみ２」は、暇つぶしや情報収集を
想定した視聴スタイルである。
【００６２】
　図４に示すような対応表は、例えばパターン情報蓄積部１１０ｃに蓄積されている。ま
た、パラメータセットは、視聴デバイス管理サーバ１１３およびサービス利用者情報管理
サーバ１１５を経由して放送コンテンツ配信サーバ１０６に通知されるようになっている
。これにより、放送コンテンツ配信サーバ１０６は、視聴デバイス情報とサービス利用者
情報とに基づいてサービス利用者１０３の視聴スタイルを判定することができる。
【００６３】
　図５は、本発明の実施の形態に係る視聴スタイルの判定ルールの一例を示す図である。
すなわち、どのようなパラメータの組み合わせのときにどの視聴スタイルとするかを判定
するためのルールを示している。このような対応表を予め作成してパターン情報蓄積部１
１０ｃに蓄積し、放送コンテンツ配信サーバ１０６で管理する。デフォルト設定は放送事
業者１０１が作成してもよいし、サービス利用者１０３に作成させてもよい。例えば、自
宅の据え置き端末で視聴する場合、時間帯にかかわらず映画を選択したときは必ず「集中
１」とするが、夕食時は家族団らんを想定した「ながらみ１」とするなど、時間帯によっ
て異なる視聴スタイルを設定することができる。また、モバイル端末で視聴する場合、電
車での移動中は「集中２」とするが、徒歩での移動中は「ながらみ２」とするなど、移動
速度やユーザ入力によって交通手段や移動距離、移動先を判定して視聴スタイルを変える
ことも可能である。
【００６４】
　図６は、本発明の実施の形態に係る視聴スタイルの選択方法の一例の説明図である。す
なわち、図６（ａ）は、サービス利用者１０３が選択可能または自動設定される視聴スタ
イルの選択項目（パラメータ）を示し、図６（ｂ）は、その視聴スタイルの選択項目の設
定の一例を示している。この選択項目に基づいて視聴スタイルを判定する。例えば、サー
ビス利用者１０３の環境が「モバイル端末」「電車内」「移動中」の場合、図５に示すよ
うに、視聴スタイルは「集中２」とする。ＣＭの配信・再生パターンは、図７に示すよう
に、視聴スタイルごとに設定しておく。ＣＭの配信・再生パターンは放送事業者１０１が
作成してもよいし、サービス利用者１０３が作成したものを登録させてもよい。例えば、
図８に示すように、お昼時間帯、昨夜放送されたが見逃してしまった連続ドラマを電車で
移動中にスマートフォンで見る場合を想定している。この場合、視聴スタイルは「集中２
」となり、配信・再生パターンは「ＣＭ区間なし」となる。これにより、番組の途中に挿
入されているＣＭは、番組の前後に寄せて配信されることになる。
【００６５】
　図９は、本発明の実施の形態に係るＣＭの配信・再生パターンを模式的に示す模式的構
成図である。図９（ａ）は、放送事業者１０１が放送したＣＭの配信・再生パターン（オ
リジナル）を示している。図９（ｂ）は、放送事業者１０１が放送したＣＭの配信・再生
パターンと同じ配信・再生パターンを示している。図９（ｃ）は、放送事業者１０１が放
送したＣＭの総配信時間は変わらないが、配信される位置を変えた配信・再生パターンを
示している。ただし、番組本編内に新たなＣＭ区間は設定しない。図９（ｄ）は、放送事
業者１０１が放送したＣＭの総配信時間および配信位置を変えた配信・再生パターンを示
している。ただし、番組本編内に新たなＣＭ区間は設定しない。図９（ｅ）は、放送事業
者１０１が放送したＣＭの総配信時間および配信位置を変えた配信・再生パターンを示し
ている。ただし、番組本編内に新たなＣＭ区間を設定する。図９（ｆ）は、配信された番
組からＣＭ区間をすべて抜いた配信・再生パターンを示している。ただし、視聴しなかっ
たＣＭの配信時間は、別の番組を視聴するときに視聴することを可能とする。図９（ｇ）
は、配信される映像をＣＭのみで構成した配信・再生パターンを示している。
【００６６】
　図１０は、本発明の実施の形態に係るサービス提供の事前処理の流れを示すフローチャ
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ートである。具体的には、ＣＭ区間リスト生成と、番組・ＣＭの保存の流れを示している
。
【００６７】
　まず、放送コンテンツ受信・蓄積サーバ１０４は、放送事業者１０１から放送されたテ
レビジョン放送の放送コンテンツ（番組・ＣＭ）を受信し、番組／ＣＭ蓄積部１１０ｄに
放送コンテンツを蓄積する（Ｓ１１）。次いで、放送コンテンツ解析サーバ１０７は、番
組／ＣＭ蓄積部１１０ｄに蓄積された放送コンテンツを読み出して解析し、番組本編区間
、ＣＭ区間および新たなＣＭ挿入可能区間を特定する。また、放送事業者１０１から提供
されたＣＭ区間リストがあれば、そのリストと比較して区間の整合を図り、区間リストを
生成する（Ｓ１１）。
【００６８】
　次いで、放送コンテンツ再構成サーバ１２１は、区間リストに従い、番組本編とＣＭを
切り分ける（Ｓ１２）。更に、放送コンテンツ再構成サーバ１２１は、番組本編の中で新
たなＣＭを挿入可能区間単位で切り分け（Ｓ１３）、図９（ｃ）（ｄ）（ｅ）の配信・再
生パターンに反映する。最後に、再構成された番組本編、ＣＭ、新たな映像区間の区間リ
ストを放送コンテンツ受信・蓄積サーバ１０４に保存する（Ｓ１４）。
【００６９】
　図１１は、本発明の実施の形態に係るＣＭ選択・決定の流れを示すフローチャートであ
る。
【００７０】
　まず、サービス利用者１０３（視聴デバイス１０３）は、視聴する番組を選択する（Ｓ
２１）。選択された番組情報は、放送コンテンツ配信サーバ１０６に送られる。
【００７１】
　次いで、サービス登録時に設定した初期設定パラメータをシステムから取得する（Ｓ２
２）。具体的には、放送コンテンツ配信サーバ１０６は、当該サービス利用者１０３がサ
ービス登録時に設定した設定値（デフォルト時の配信・再生パターン、ＣＭのジャンル、
など）をサービス利用者情報管理サーバ１１５から取得する。
【００７２】
　次いで、サービス利用者１０３は、初期設定を確認する（Ｓ２３）。具体的には、放送
コンテンツ配信サーバ１０６は、設定値の利用変更の有無を確認するための確認ダイアロ
グを視聴デバイス１０３に表示する。
【００７３】
　次いで、視聴スタイルのパラメータを設定する（Ｓ２４）。具体的には、初期設定値お
よび視聴デバイス管理サーバ１１３から取得した情報、またはサービス利用者１０３の入
力により視聴スタイルのパラメータ１）から３）を設定する。
【００７４】
　次いで、配信可能なＣＭリストまたは検索機能を提供する（Ｓ２５）。具体的には、放
送コンテンツ情報提供サーバ１１６は、パラメータ１）から３）の設定値をもとに、放送
事業者１０１がコンテンツにひもづけたＣＭやＣＭ提供者１０２が登録したＣＭから配信
可能なＣＭリストを生成し、サービス利用者１０３に提供する。または、サービス利用者
１０３が独自にＣＭを検索し、その検索結果を得る。シリーズ、期間、出演者やキーワー
ド、ポイントの有無、評判などで検索可能である。
【００７５】
　次いで、ＣＭリストからの選択または検索からの選択を行う（Ｓ２６）。具体的には、
サービス利用者１０３は、視聴するＣＭをＣＭリストから選択する。または、視聴回数、
視聴履歴（過去に見た回数）、視聴した場所、他の人が見た回数「ランキング」等の検索
結果を見て、視聴するＣＭを選択する。放送事業者１０１等の設定にまかせることも可能
である。
【００７６】
　次いで、サービス利用者１０３は、視聴するＣＭを確定し、ＣＭ差替えサーバ１１２に
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通知する（Ｓ２７）。具体的には、Ｓ２６で選択されたＣＭのリスト（言い換えると、視
聴するＣＭが記載されたＣＭ配信リスト）をＣＭ差替えサーバ１１２に通知する。ＣＭ差
替えサーバ１１２は、ＣＭ情報提供登録サーバ１１１の情報を参照して、ＣＭ配信リスト
に記載されたＣＭのうち差し替えるべきＣＭを抽出し、代替ＣＭへの差し替えを行い、処
理後のＣＭ配信リストを放送コンテンツ配信サーバ１０６に送る。
【００７７】
　最後に、ＣＭを配信する（Ｓ２８）。具体的には、放送コンテンツ配信サーバ１０６は
、ＣＭ差替えサーバ１１２から受領したＣＭ配信リストに従い、サービス利用者１０３に
ＣＭを配信する。
【００７８】
　図１２は、本発明の実施の形態に係るＣＭ差し替え判定イメージを示す図である。この
図に示すように、放送コンテンツは、配信区域Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３が限定されている場合が
ある。また、ＣＭは、配信区域Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３に依存する場合がある。モバイル端末で
放送コンテンツを受信する場合、配信区域Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３が変わる可能性がある。その
ため、配信区域Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３が変わるところを検知し、選択されたコンテンツの配信
の継続有無および配信されるＣＭの種別の変更有無を判定して、配信されるＣＭを必要に
応じて変更する。
【００７９】
　以上のように、本発明の実施の形態に係る広告情報提供システムでは、サービス利用者
１０３のサービス利用時の視聴環境に応じて、サービス利用者１０３の視聴スタイルを判
定し、それに応じたＣＭの配信・再生パターンでコンテンツの配信を行う。
【００８０】
　具体的には、視聴デバイス管理サーバ１１３は、視聴デバイス情報を取得する。サービ
ス利用者情報管理サーバ１１５は、サービス利用者情報を取得する。放送コンテンツ配信
・再生パターン提供サーバ１１４は、視聴デバイス情報とサービス利用者情報とに基づい
てサービス利用者１０３が放送コンテンツを視聴する際のＣＭの配信・再生パターンリス
トを生成してサービス利用者１０３に提供する。パターン情報蓄積部１１０ｃは、視聴ス
タイルとＣＭの配信・再生パターンとの対応表を蓄積する。放送コンテンツ配信サーバ１
０６は、視聴デバイス情報とサービス利用者情報とに基づいてサービス利用者１０３の視
聴スタイルを判定し、その視聴スタイルに対応するＣＭの配信・再生パターンを対応表に
基づいて判定し、そのＣＭの配信・再生パターンに基づいて放送コンテンツを配信するか
、または、サービス利用者１０３がＣＭの配信・再生パターンリストから設定したＣＭの
配信・再生パターンに基づいて放送コンテンツを配信する。これにより、サービス利用者
１０３の視聴したいタイミング、配信時間、画質等で視聴することが可能となるため、Ｃ
Ｍの接触率が高まる結果、広告効果を向上させることができる。
【００８１】
　また、本発明の実施の形態に係る広告情報提供システムでは、ＣＭ提供者が指定するＣ
Ｍの提供条件が満たされているかどうかを判定し、提供条件が満たされていない場合はＣ
Ｍを差し替える。例えば、配信される放送コンテンツと視聴デバイス１０３との位置関係
により、配信可否またはＣＭを差し替えて配信を行う。これにより、意図しない広告情報
の提供を防ぐことができるほか、リアルタイムに提供したいＣＭを提供することが可能と
なる。また、新たなＣＭ区間の挿入による新たなＣＭ提供料の収入が期待でき、放送事業
者１０１の収入増加につながる。さらに、ＣＭ提供者１０２のＣＭ提供機会が増えること
が期待できる。
【００８２】
　また、本発明の実施の形態に係る広告情報提供システムでは、放送コンテンツに含まれ
るＣＭ区間を解析し、解析されたＣＭ区間に基づいてＣＭと番組を分離、再エンコードす
るとともに、ＣＭ区間の前後の放送コンテンツに含まれる類似映像の区間をＣＭの配信・
再生パターンに基づいてマージする。これにより、類似映像の片方を削除することが可能
である。
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【００８３】
　その他、放送されたＣＭに関する詳細な視聴ログを収集して、放送事業者１０１やＣＭ
提供者１０２等にフィードバックすることができる。また、視聴ログを解析することで、
ＣＭの配信料金を提示する方式を提供することも可能である。
【００８４】
　すなわち、視聴されたＣＭの視聴時間、視聴回数、視聴区間、視聴場所、視聴したデバ
イス等の詳細な情報を取得することが可能となり、利用者の視聴スタイルを分析しマーケ
ティング情報として活用することができる。そのため、効果のあるＣＭの制作が可能とな
り、その後の商品等の販売効果を高めることができる。さらには、ＣＭが視聴された時間
、回数等に応じたコストの支払い・交渉が可能となる。
【００８５】
　なお、本発明は、広告情報提供システムとして実現することができるだけでなく、この
ような広告情報提供システムが備える特徴的な処理部をステップとする広告情報提供方法
として実現したり、それらのステップをコンピュータに実行させる広告情報提供プログラ
ムとして実現したりすることもできる。このような広告情報提供プログラムは、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ等の記録媒体やインターネット等の伝送媒体を介して配信することができるのはいう
までもない。
【符号の説明】
【００８６】
　１０２…ＣＭ提供者
　１０３…サービス利用者、視聴デバイス
　１０６…放送コンテンツ配信サーバ
　１０７…放送コンテンツ解析サーバ
　１１２…ＣＭ差替えサーバ
　１１３…視聴デバイス管理サーバ
　１１４…放送コンテンツ配信・再生パターン提供サーバ
　１１５…サービス利用者情報管理サーバ
　１２１…放送コンテンツ再構成サーバ
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